
 

例規制定概要書 

 

１ 対象例規と制定改廃の別 

  佐倉市都市公園条例の一部改正 

 

２ 背景 

  佐倉ふるさと広場拡張整備事業については、令和３年度に策定した佐倉ふ

るさと広場拡張整備基本計画において、民間の資金、経営能力、技術的能力

等を活用し、市民のニーズに即した魅力的な都市公園を整備していくため、

地方自治法に基づく指定管理者制度及び都市公園法に基づく公募設置管理制

度を組み合わせた手法で実施する方針としています。 

  ついては、佐倉ふるさと広場において指定管理者制度を導入するため、佐

倉市都市公園条例の一部改正を行おうとするものです。また、平成２９年に

都市公園法（昭和３１年法律第７９号）の改正に伴い、占用物件の特例とし

て、看板及び広告塔を「利便増進施設」（占用物件）として設置することが

できることとなったことから、その占用料を定めるものです。 

 

３ 対応方針 

（１）指定管理者に、佐倉ふるさと広場の管理を行わせるものとします。 

（２）佐倉ふるさと広場において指定管理者が行う業務として以下のものを追

加します。 

  ア 行為の許可に関する業務及びこれに伴う利用料の徴収 

  イ 占用の許可に関する業務 

（３）（２）の改正に伴い、必要な読み替えを行う規定の追加その他所要の改

正を行います。 

（４）別表第３に都市公園法施行令第１２条第１項第２号に掲げる占用物件に

係る占用料を追加します。 

（５）本条例の改正規定は、令和１１年４月１日から施行します。ただし、

（４）については、令和７年１０月１日から施行します。 

 

４ 政策内容 

  今回の改正により、佐倉ふるさと広場拡張整備事業の管理及び運営を民間

に任せることによって、民間活力やノウハウを導入することができ、今まで

以上に市民のニーズに即した魅力的なふるさと広場におけるサービスを提供

できることが期待できます。 


